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原 著

改訂版子どもと若者のレジリエンス尺度日本語版の 

開発と信頼性・妥当性の検討
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目的　レジリエンスとは， 逆境に立ち向かい， 困難な状況から回復する能力である。若い頃にレ

ジリエンスを向上させることは精神的健康を促進し， 生涯にわたって利益をもたらすとされ

ている。臨床現場や疫学研究において， 子どものレジリエンスを評価するための有効な尺度

が求められている。世界中で広く使用されている子どもと若者のレジリエンスを評価するた

めの尺度として， 改訂版子どもと若者のレジリエンス尺度（Child and Youth Resilience  
Measure-Revised：CYRM-R）が挙げられる。本研究の目的は， CYRM-R の日本語版を作成し

その心理測定的特徴を検討することである。

方法　思春期・若者の全国コホート調査（JAY コホート）から， 小学 5 年生から中学 3 年生の子

どもたちを層化二段無作為抽出法によって募集した。参加者は CYRM-R 日本語版と社会人口

統計学的変数に回答した。CYRM-R は，「個人のレジリエンス」と「保護者のレジリエンス」

という 2 つの下位尺度の計17項目で構成されている。CYRM-R 日本語版の言語的妥当性は，

バックトランスレーションのプロセスを経て確認された。

尺度の内的一貫性を評価するために， 尺度の合計点と下位尺度の Cronbach の α係数と下位

尺度間の相関係数を算出した。因子妥当性については， 原版と同じ 2 因子構造に対して確認

的因子分析を行い， モデルの適合度を評価した。

結果　2,266人の子ども（男性50.0%）が分析対象者であった。CYRM-R 日本語版の内的一貫性を

評価するために， 尺度全体と下位尺度の Cronbach の α係数を算出した（全体， α = 0.956; 「個

人のレジリエンス」， α = 0.932; 「保護者のレジリエンス」， α = 0.919）。因子妥当性の検討のた

めに， 尺度の原版と同様の 2 因子構造に対して確認的因子分析を行い， モデルの適合度を評

価した（RMSEA = 0.085， SRMR = 0.041， CFI = 0.934）。
結論　CYRM-R 日本語版は， 原版と同様の 2 因子構造を維持していることが確認された。本研究

は， CYRM-R 日本語版が子どもと若者のレジリエンスを評価するための内的一貫性と因子妥

当性を備えた尺度であることを示した。今後， 子どものレジリエンスに関してリスクのある

個人や集団を特定し， 支援や介入の効果を評価するための指標としての活用が期待される。
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Ⅰ  緒 言

幼少期に経験する虐待や犯罪， 家庭内暴力など 
の逆境体験（Adverse Childhood Experiences: ACE）
は， 違法薬物の乱用， 精神疾患， 心血管疾患と関連

している1)。さらに ACE は， すべての精神疾患の

うち約30% を説明する2)。しかしながら， 同様の逆

境体験に直面してもなおも精神的健康を保つ人々も

存在している。この個体差について説明する概念と

して注目されているのが「レジリエンス」である。

レジリエンスに関しては様々な定義が提唱されてい

るが， 心理学の分野においては， いずれも共通して

「日常的に生じる小さないらつきから， 大きなライ

フイベントに至る様々な逆境に対応するために必要

とされる回復力」という「逆境」と「前向きな適

応」という 2 つのコンセプトに基づいた概念である
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とされている3)。若い頃に個人のレジリエンスを向

上させることは， 精神的健康を維持・促進させるだ

けでなく， 学業や仕事などの生涯を通じた様々な場

面で利益をもたらす可能性があり， さらに社会経済

的格差を縮小する手段にもなり得ると考えられてい

る4)。

レジリエンスを測定する尺度として国際的に用い

られているものとして改訂版子どもと若者のレジ 
リエンス尺度（Child and Youth Resilience Measure- 
Revised: CYRM-R）5) があげられる。子どもと若者

のレジリエンス尺度（Child and Youth Resilience 
Measure: CYRM）は世界11か国14地域が参加した

International Resilience Project の一環で開発された尺

度であり， 20か国以上の言語に翻訳され利用されて

いる6)。CYRM はこれまで CYRM-287)， CYRM-128)

など， 質問数の異なる版が開発されてきた。現在

は， Rasch 分析によってその構成概念妥当性が確認

された17項目の CYRM-R の使用が推奨されてい

る6)。CYRM-R は子どもの強さと困難さアンケート

（The strengths and difficulties questionnaire: SDQ）9) な

どの心理社会的ストレスや精神衛生上の困難をスク

リーニングする尺度と併用することで， 疫学研究に

おいて有用なツールとしても機能する10)。しかしな

がら， CYRM-R の日本語版は作成されていない。

そこで， 本研究は CYRM-R の日本語版を作成し，

その心理測定的特徴として内的一貫性と因子妥当性

を検討することを目的とする。

Ⅱ  研 究 方 法

1. 本研究の実施
1) 調査対象者

本研究は思春期・若者の全国コホート調査（JAY
コホート）のデータを用いて分析を行った。JAY コ

ホート調査は2020年に開始された前向き縦断研究

であり， 層化二段無作為抽出法により全国50自治体

から子どもおよびその保護者を選定し， 半年ごとに

質問票を郵送して回答を収集している。本研究の分

析の対象となる社会人口統計学的属性と子どものレ

ジリエンスに関する回答は2021年12月に収集され

た。調査では， 小学 5 年生から中学 3 年生の4,519
人の参加者に質問票を送付した。回答が回収された

2,418人（回収割合53%）のうち， 欠損値を含む回

答者を除いた有効回答者は2,266人であった。

2) 倫理的配慮

対象者へは， 調査票郵送時に倫理的配慮を示す文

書を同封し， 書面による同意を子ども本人とその保

護者から得た。本研究は， 国立成育医療研究セン

ターの倫理委員会から承認を得て実施された（2021

年10月 4 日承認， 承認番号2021-133）。
2. 調査項目
1) 対象者の属性

社会人口統計学的属性について， 性別と学年に関

する回答を得た。

2) 改訂版子どもと若者のレジリエンス尺度

（CYRM-R）日本語版

CYRM-R は10～23歳の子どもと若者を対象とし

た， レジリエンスに関する子ども本人による自己報

告尺度である5) （APPENDIX 参照）。質問は「個人

のレジリエンス」10項目（例：「私は周りの人たち

と協力することができる」「他の人が一緒にいると

楽しいと思うような子どもである」），「保護者のレ

ジリエンス」7 項目（例：「親（保護者）は， 私の

ことをとても気にかけてくれている」「季節の行事

や伝統などを家族と楽しんでいる」）の 2 つの下位

尺度， 計17項目で構成されている。各項目に対して

3 段階評価あるいは 5 段階評価で回答するデザイン

になっており， 本研究では 5 段階評価（1 = まった

くあてはまらない， 2 = わずかにあてはまる， 3 =
少しあてはまる， 4 = かなりあてはまる， 5 = とて

もあてはまる）を採用した。17項目の合計点（範囲

7～35点）がレジリエンスの総合得点とされ， 得点

が高いほどレジリエンスが高いことに関連する特性

を持つと判断する。カットオフ値や閾値の設定は開

発者によって推奨されていないが6)， 得点の下位

33% に当てはまる子どもをハイリスクとして分類

している研究もある11)。

邦訳にあたっては， 3 人の研究者により日本語訳

を作成し， バイリンガル 2 人によるバックトランス

レーションを実施した。

3. 統計分析
CYRM-R 日本語版の合計点および下位尺度の平

均得点と標準偏差（SD）を算出した。信頼性は，

Cronbach の α係数による内的一貫性を検討すること

によって確認した。さらに， 下位尺度間の相関係数

を算出した。妥当性については， 原作版の 2 因子構

造に対して確認的因子分析を行い， 因子妥当性を確

認した。モデルの適合性の評価は Root Mean Square 
Error of Approximation（RMSEA）， Comparative Fit 
Index（CFI）， Standardized Root Mean Square Resid-
ual（SRMR）を基準として検討した。適合度の指

標として， RMSEA は .06以下， CFI は .95以上，

SRMR は .08以下という基準が提案されている12, 13)。

また， 性別や学年のグループ間の得点の差とその信

頼区間， 効果量（Cohen’s d）を算出した。統計解

析 に は STATA SE Version 15.1（StataCorp, Texas, 
USA）を用いた。
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Ⅲ  研 究 結 果

1. 回答者の属性
回答者の属性を表 1 に示す。回答者は女性1,133

人（50.0%）， 男性1,133人（50.0%）の合計2,266人
であった。学年別の割合は小学 5 年生429人
（18.9%）， 小学 6 年生537人（23.7%）， 中学 1 年生

400人（17.7%）， 中学 2 年生408人（18.0%）， 中学

3 年生492人（21.7%）であった。

2. 尺度の基礎統計量
CYRM-R 日本語版の合計点と下位尺度の点数に

関する平均値， 標準偏差， 性別・学年のカテゴリご

との差とその信頼区間， 効果量を表 2 に示す。各項

目の平均値は3.78点～4.59点であった。また， 性別

間と学年間で得点の差とその95% 信頼区間を算出

した。合計点，「個人のレジリエンス」，「保護者の

レジリエンス」のすべてにおいて， 男性よりも女性

の方が， 中学生よりも小学生の方が高得点であっ

た。効果量（Cohen’s d）を算出した結果， 性別に

関する効果量も学年に関する効果量も小さいことが

示された。

3. CYRM-R日本語版の信頼性
CYRM-R 日本語版の内的一貫性を評価するため

に， 尺度全体と下位尺度について Cronbach の α係

数を算出した（尺度全体， α = 0.956; 「個人のレジリ

エンス」， α = 0.932; 「保護者のレジリエンス」，

α = 0.919）。また， 下位尺度間には有意な正の相関

が確認された（r = 0.827, p < 0.001)。
4. CYRM-R日本語版の妥当性
CYRM-R 日本語版の構成概念妥当性を検討する

ために， 原作の 2 因子構造に対する確認的因子分析

を行った。モデルの評価のために， 適合度を算出 
した。CYRM-R 日本語版のモデルの適合度は，  
RMSEA = 0.085， SRMR = 0.041， CFI = 0.934 と，

許容できる値を示した（図 1）。

Ⅳ  考 察

本研究では， Jefferies ら5) の開発した CYRM-R の

表 1 回答者の基本情報

n = 2,266

項目 人数 %
性別 男性 1,133 50.0

女性 1,133 50.0
学年 小学 5 年生 429 18.9

小学 6 年生 537 23.7
中学 1 年生 400 17.7
中学 2 年生 408 18.0
中学 3 年生 492 21.7

表 2 基礎統計量および属性ごとの結果

平均値 (SD) 差
95% 信頼区間

Cohen’s d
下限 上限

合計点

全体 71.47 (13.62)
性別 1. 男性 70.92 (13.56) −1.10 −2.22 0.22 −0.09

2. 女性 72.02 (13.67)
学年 1. 小学生 72.79 (12.28) 2.29 1.16 3.42 0.17

2. 中学生 70.50 (14.47)
下位尺度 1  

個人のレジリエンス

全体 41.37 (8.39)
性別 1. 男性 41.10 (8.40) −0.54 −1.22 0.16 −0.06

2. 女性 41.64 (8.37)
学年 1. 小学生 41.98 (7.64) 1.07 0.37 1.77 0.13

2. 中学生 40.91 (8.88)
下位尺度 2  

保護者のレジリエンス

全体 30.10 (5.84)
性別 1. 男性 29.82 (5.77) −0.57 −1.05 −0.08 −0.10

2. 女性 30.39 (5.91)
学年 1. 小学生 30.80 (5.22) 0.92 0.73 1.70 0.21

2. 中学生 29.58 (6.22)

* 性別， 学年それぞれのグループの平均値の差
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日本語版を開発し， その心理測定的特徴として内的

一貫性と因子妥当性を検討することを目的としてい

た。研究対象者は， 代表性を担保するために日本全

国から層化二段無作為抽出法によって選定された。

回答者の性別や学年には大きな偏りは見られなかっ

た。

尺度の内的一貫性を検討するために， Cronbach
の α係数を算出した。分析の結果， 尺度の全体の

合計得点と下位尺度「個人のレジリエンス」「保護

者のレジリエンス」それぞれの合計得点のすべてに

おいて十分な内的一貫性が確認された。また下位尺

度間に有意な相関が確認された。尺度の因子妥当性

を検討するために， 原版と同様の 2 因子構造に対 
する確認的因子分析を実施した。分析の結果，  
RMSEA， CFI， SRMR のすべてにおいて許容でき

る値を示していたことから， 日本語版 CRYM-R が

原版のモデルに適合していることが示された。よっ

て， 本研究で作成した CYRM-R 日本語版は， 日本

語を介する子どもと若者のレジリエンスを評価する

ための内的一貫性と因子妥当性を有する尺度である

ことが確認された。

本研究において得られた CYRM-R 日本語版の平

均得点は， インドネシアの10～13歳の子どもを対

象にして実施された研究結果とほぼ同様の点数で

あった14)。一方で， 同じ尺度を用いたイランの12～
18歳の若者を対象として実施された研究結果よりも

約10点高い結果が得られた15)。これらの差異は，

2024年の GDP のランキングが日本は 4 位， インド

ネシアが16位であるのに対しイランは43位である16)

など， 社会経済的背景の違いがレジリエンスの評価

に影響を与えた可能性がある。

日本の子どもにおける CYRM-R 日本語版の確認

的因子分析の結果は原版のモデルと一致した5)。さ

らに， 本研究で算出された Cronbach の α係数は，

総合得点， 下位尺度のいずれも十分に高かった。 
原版の論文において算出された「個人のレジリエ 
ンス」「保護者のレジリエンス」の下位尺度の

Cronbach の α 係数はいずれもα = .82であり， 本研

究はそれよりも高い値を示していた5)。さらに， や

インドネシア14)， イラン15) における同様の研究とも

一致した結果であった。

回答者の属性別にみると， 性別に関しては尺度全

体の総合得点， 下位尺度の合計点いずれにおいても

女性の方がわずかに高い得点であった。先行研究に

おいて， レジリエンス得点の男女差については一致

した見解が得られておらず17, 18)， レジリエンスの性

差に関しては慎重な解釈が必要である。また， レジ

リエンスの構成要素は特定の性別に偏って得点が出

やすい可能性が指摘されており， 男女差については

さらなる検討が必要であるとされている17)。年齢に

関しては， 尺度全体の合計点と下位尺度の合計点の

いずれにおいても， 小学生の方が中学生と比較して

高い得点を示した。原版では効果量が報告されてい

ない5) ため比較はできないが， 本論文での結果にお

いては小さい効果量を示していた。レジリエンス

は， 時間の経過とともに変化する可能性が示唆され

ている19)。上野らは日本人を対象とした研究で10代
から70代にかけて緩やかにレジリエンス得点が上昇

していくことを示したが， 10代前半のレジリエンス

に関しては検討されていない20)。今後は同一尺度を

用いた縦断調査を通じて小学生から高校生までのレ

ジリエンスの推移を追跡して検証する必要があると

の指摘もあり21)， さらなる研究の蓄積が求められる。

子どものレジリエンスの高さはウェルビーイング

と関連するため， その評価を標準的な臨床の場面に

組み入れることが推奨されている22)。CYRM-R は

レジリエンス資源が不足している可能性がある個人

や集団を特定することが可能である14)。本研究で作

成された CYRM−R 日本語版は， 個人や集団に対す

るレジリエンスのスクリーニングやモニタリングに

図 1  CYRM-R 日本語版の確認的因子分析のモデル
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活用可能である。また， レジリエンス向上のための

福祉サービスや学校教育のカリキュラムの改善， 心

理的介入に関する示唆を得るための有用なツールと

なると期待できる。

本研究の限界として， 回答者の年齢層の偏りが挙

げられる。CYRM-R の対象年齢は10～23歳である

が， 本研究の対象者は小学 5 年生から中学 3 年生に

限定されていた。また， 対象となるデータは2021
年12月の調査で収集した 1 時点のものであり， 尺

度の時間的安定性については検討していない。ま

た， 他の尺度や逆境的小児期体験（Adverse Child-
hood Experiences, ACE）等との併存的妥当性の検討

も行っていない。今後， 先述の制約を克服するため

のさらなる研究が求められる。

Ⅴ  結 語

子どもと若者のレジリエンスを測定する尺度であ

る CYRM-R の日本語版を作成し， その心理測定的

特徴として内的一貫性と因子妥当性を検討した。検

討の結果， CYRM-R 日本語版には十分な内的一貫

性と因子妥当性が確認された。本研究で作成された

尺度は， 今後の公衆衛生や臨床場面において， 子ど

ものレジリエンスに関する評価指標として有用であ

る。さらに， レジリエンスの向上が必要な個人や集

団を特定し， 介入の効果を評価するための指標とし

ての活用が可能である。

本研究は， 日本学術振興会英国（UKRI）との国際共

同研究プログラム 「新型コロナウイルス流行下における

日英の親子の精神的健康とニーズの推移分析から学ぶ」

および日本学術振興会科学研究費助成事業（基盤研究 B）
「思春期のこころの発達とリスク行動に関する全国加速コ

ホート調査」， 日本学術振興会科学研究費助成事業（若手

研究）「10代における摂食障害のリスク因子と保護因子に

関する全国コホート研究」によって実施された。

なお， 本研究について開示すべき COI 状態はない。

⎛ 受付 2024. 1.14⎞

｜ 採用 2024. 5.15｜
⎝ J-STAGE 早期公開 2024. 8. 8⎠
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APPENDIX 改訂版子どもと若者のレジリエンス尺度日本語版

それぞれの項
こうもく

目について， あなたにどのくらいあてはまりますか。もっとも近
ちか

いものに◯をつけてください。（◯はそれぞれ１つずつ）

　 　

　 まったく 
あてはま

らない

わずかに 
あてはま

る

少
すこ

し 
あてはま

る

かなり 
あてはま

る

とても 
あてはま

る

 1 私
わたし

は周
まわ

りの人
ひと

たちと 協
きょうりょく

力 することができる 1 2 3 4 5

 2 教
きょういく

育を受
う

けることは重
じゅうよう

要だと思
おも

う 1 2 3 4 5

 3 時
とき

や場
ば し ょ

所によって自
じ ぶ ん

分がどのように行
こうどう

動するべきかを知
し

っている 1 2 3 4 5

 4 親
おや

（保
ほ ご し ゃ

護者）は， 私
わたし

のことをとてもよく気
き

にかけてくれている 1 2 3 4 5

 5 親
おや

（保
ほ ご し ゃ

護者）は， 私
わたし

のことをよく知
し

っている（友
とも

だちがだれか

や， 何
なに

が好
す

きかなど）
1 2 3 4 5

 6 お腹
なか

がすいたら食
た

べるものが十
じゅうぶん

分にある 1 2 3 4 5

 7 他
ほか

の人
ひと

が一
いっしょ

緒にいると楽
たの

しいと思
おも

うような子
こ

どもである 1 2 3 4 5

 8 自
じ ぶ ん

分の気
き も

持ちについて家
か ぞ く

族に話
はな

す 1 2 3 4 5

 9 友
ともだち

達に支
ささ

えられていると感
かん

じる 1 2 3 4 5

10 自
じ ぶ ん

分が学
がっこう

校に溶
と

け込
こ

ていると感
かん

じている 1 2 3 4 5

11 つらいときに気
き

にかけてくれる家
か ぞ く

族がいる（たとえば， 具
ぐ あ い

合が悪
わる

かったり， 何
なに

か間
ま ち が

違ったことをしてしまったときなど）
1 2 3 4 5

12 つらいときに気
き

にかけてくれる友
ともだち

達がいる（たとえば， 具
ぐ あ い

合が悪
わる

かったり， 何
なに

か間
ま ち が

違ったことをしてしまったときなど）
1 2 3 4 5

13 学
がっこう

校などのコミュニテイ（社
しゃかい

会・グループのこと）で公
こうへい

平に扱
あつか

われている
1 2 3 4 5

14 自
じ ぶ ん

分が成
せいちょう

長し， 責
せきにん

任を持
も

って行
こうどう

動できるようになったことを，

他
ほか

の人
ひと

に見
み

せる機
き か い

会がある
1 2 3 4 5

15 家
か ぞ く

族と一
いっしょ

緒にいると安
あんしん

心する 1 2 3 4 5

16 将
しょうらい

来役
や く だ

立つことを学
まな

ぶ機
き か い

会がある（料
りょうり

理や仕
し ご と

事， 人
ひとだす

助けなど） 1 2 3 4 5

17 季
き せ つ

節の行
ぎょうじ

事や伝
でんとう

統などを家
か ぞ く

族と楽
たの

しんでいる 1 2 3 4 5
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Development and psychometric properties of the Japanese version of Child and 
Youth Resilience Measure-Revised (CYRM-R) among Japanese youth

Mariko SHIMODA*, Kazue ISHITSUKA* and Naho MORISAKI*

Key words：resilience, scale development, adolescent, internal consistency, factorial validity

Objectives　Resilience is the ability to navigate adversity and recover from challenging situations. Developing 
resilience at a young age promotes mental health and provides benefits throughout one’s lifespan. 
Validated measures for assessing resilience at a young age are required in both clinical practice and epi-
demiological studies. The Child and Youth Resilience Measure-Revised (CYRM-R) is a tool used world-
wide to assess resilience in children and young people. The objective of this study was to develop a 
Japanese version of the CYRM-R and investigate its psychometric properties.

Methods　Children in grades 5–9 were recruited via a two-stage cluster random sampling taken from the Japan 
Adolescent and Youth (JAY) Longitudinal Cohort Study. The participants completed the Japanese ver-
sion of the CYRM-R . The CYRM-R consists of two subscales, personal resilience and caregiver resil-
ience, with a total of 17 items. The linguistic validity of the Japanese version of the CYRM-R was ensured 
through translation and back-translation.

Cronbach’s alpha coefficients were examined for the total score and the two subscales to assess the 
internal consistency of the Japanese version of the CYRM-R scale. In addition, correlation coefficients of 
the subscales were calculated. For factorial validity, a confirmatory factor analysis was conducted on the 
same two-factor structure as in the original version to assess the model’s goodness of fit.  

Results　 A total of 2,266 children (50.0% male) were included in the study. The overall Cronbach’s alpha of the 
Japanese version of the CYRM-R obtained from this sample was 0.956; For the personal resilience sub-
scale, Cronbach’s alpha was 0.932; for the caregiver resilience subscale, it was 0.919. Significant positive 
correlations were also found between subscales (r = 0.827, p < 0.001). A confirmatory factor analysis was 
conducted using a two-factor structure for validity. The model fit was good (RMSEA = 0.085, SRMR = 
0.041, CFI = 0.934).

Conclusion　 The Japanese version of the CYRM-R maintained the same two-factor structure as the original ver-
sion. The study findings showed that the Japanese version of the CYRM-R had adequate internal consis-
tency and factorial validity for assessing resilience in children and youth. Therefore, this scale is a valuable 
tool for identifying individuals or groups at risk in terms of children’s resilience and for evaluating the 
effectiveness of support and interventions.

* Department of Social Medicine, National Center for Child Health and Development


